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特 集

人口減少期に対応した人口・世帯の動向分析と次世代将来推計システムに関する

総合的研究

特集によせて

石 井 太

本特集は，厚生労働科学研究費補助金（政策科学推進研究事業）「人口減少期に対応し

た人口・世帯の動向分析と次世代将来推計システムに関する総合的研究（研究代表者：石

井 太）」（平成26～28年度）において行われた研究の成果の一部を研究論文としてとりま

とめたものを掲載するものである．

国立社会保障・人口問題研究所の人口・世帯の将来推計は，人口減少・少子高齢化・地

域構造変化等による人口・世帯の長期動向を踏まえた施策立案に広範に活用されている．

従来，わが国の人口・世帯の将来推計は，最初に全国の将来人口を推計し，これに地域・

世帯推計を整合させる形で実施してきた．しかしながら，わが国が人口減少期を迎えるに

あたり，首都圏の高齢化と地方の過疎化という複合的動態の進展，未婚者割合上昇等をは

じめとした家族・世帯構造の転換や高齢単独世帯の増加など，地域や世帯の変化が少子化・

長寿化等の全国的潮流に影響を与え，相乗しながら展開するようになってきている．

このような人口減少期における将来推計にあたり，先進諸国等における最新の人口研究

を反映した人口・世帯の動向分析の深化や，地域・世帯の将来に関する情報提供により重

点を置きこれに全国的な少子化・長寿化の傾向を整合させるというような新たな観点が求

められるようになってきた．一方，国際的にも注目されているわが国の急速な人口高齢化

とその政策的対応に関する企画立案にあたっては，科学的に実行された将来推計を基礎と

しつつ，それを応用した政策的シミュレーションによる定量的議論の有効性も増してきて

いる．このような問題意識の下，本研究プロジェクトでは，人口減少期に対応した新たな

将来推計に関して研究を行うことを目的とし，総合的な人口・世帯の動向分析，地域・世

帯に関する推計により重点を置いた将来推計モデルに関する基礎的研究，そして将来推計

を活用した政策的シミュレーションに関する研究という多角的な観点から研究が行われた．

本特集においても，このような観点に基づく研究成果として，最新の人口や世帯の動向に

関する研究，人口学的な将来推計に関する学術的深化・政策的応用など様々な論文が集め

られている．

なお，本研究プロジェクトにおいて得られた成果をさらに発展させるとともに，これま

で比較的低い水準で推移してきたわが国の国際人口移動が近年活発化していること，また
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地方創生等の観点から地域に関する将来人口推計に関する関心が高まりを見せていること

など，人口・世帯を取り巻く環境に新たな潮流が見え始めていることに対応するため，平

成29年度より厚生労働行政推進調査事業費補助金（政策科学推進研究事業）「国際的・地

域的視野から見た少子化・高齢化の新潮流に対応した人口分析・将来推計とその応用に関

する研究（研究代表者：石井 太）」（平成29～31年度）との後継研究プロジェクトを遂行

している．本特集においては，この後継プロジェクトにおいて得られた最新の研究成果に

ついても一部含まれていることを付言しておく．
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